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метафора, 隠喩）、メトニミー（metonimy, метонимия, 換喩）、シネクドキ（synecdoche, 
синекдоха, 提喩）に分類でき、多義語は、そのような関係により放射状カテゴリー（radial 
                                                         




 国広（1997: 131 [Кунихиро 2009]）は国語辞典の記述についての議論において「連語」を
「用例」・「成句」と区別して以下の違いがあるとしている。  
 
 結合度 意味 
用例 自由 個々の語から引き出せる  
連語 かなり固定  個々の語から引き出せる  















2. 語の多義性、語結合、放射状カテゴリー〔Лексическая полисемия, словосочетания и 
радиальные категории〕 
 






（1）читать книгу 本を読む  




                                                         
2 英語や日本語については、このような観点から編纂された辞書が存在する（瀬戸・他 




は Janda（1990）、Janda et al.（2013）、Sayama（2017）等がある。また、ロシア語アスペク













2.2 多義性の記述について〔Описание полисемии: метафора, метонимия и синекдоха〕  
言語では、語にしても文法形式にしても、ひとつの形式が複数の意味を担う「多義」で
あることは頻繁にある。多義であるひとつの形式がもつそれぞれの意味は互いに関連をも




類として理解されていたが、現在では多義性の原理であることがわかっている 5。  
 
（3）Горло кувшина  【メタファー метафора】（「→」で表す）  
首    水差しの 
「水差しの首」  
（4）Она читает Чехова.  【メトニミー метонимия】（「……>」で表す） 
彼女は 読む チェーホフを  
「彼女はチェーホフを読んでいる」  
（5）Он пьет каждый вечер. 【シネクドキ синекдоха】（「➡」で表す）  
彼は 飲む 毎晩 
「彼は毎晩飲む」  
 
                                                         
4 例えば、瀬戸・他（2007: 6）は、メタファーを 3 種、シネクドキを 2 種、メトニミーを



















3. 分析例〔Примеры анализа〕  
 
3.1 «читать»と「読む」〔«читать» и 読む〕 
ロシア語 читать（読む）と日本語「読む」を例に考える。  
 
3.1.1  «читать» [čita-t’] 
 ロシア語の читать に関して様々なコロケーションがありえるが、ここでは対格目的語を
いくつか挙げる 7。 
 




7 Ожегов（2009）で читать は以下のように記載されている（用例一部省略）。  
1.  кого-что. Воспринимать написанное, произнося вслух или воспроизводя про себя. 
Ч. книгу. Ч. Пушкина. Ч. по слогам. Ч. бегло. Ч. на двух языках. Ч. ноты.  
Ч. географические карты. Ч. настроения по лицам. Ч. в сердцах чьих. 
2.  что. Произносить, декламировать (какой-н. текст). 
Ч. стихи с эстрады. Ч. наизусть басню.  
3.  что. Произносить с целью поучения. 
Ч. нотации. Ч. нравоучения. 
4.  что. Излагать устно перед аудиторией. 



























 それぞれの意義の用例には以下のものがある 9。 
 
                                                         
8 （7）と（9）の図では、メタファーを→、メトニミーを…… >、シネクドキを➡で表す。 
9 （7）では註 5 の 1 の語釈を下位区分している。また、Ожегов（2009）に記載されてい
ない用法として、対格名詞句をとらずに「読書する」を意味する用法があるが、（7）では






d. 朗読する  
e. 説き聞かせる 
c. 外面から理解する・推察
する f. 聴衆に述べる  
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（8） a. 文字で記されたものを理解する〔黙読・音読〕  【core meaning】  
читать книгу（本を読む）  
b. 図などで記されたものを理解する  【metaphor】（→）  
читать географические карты（地図を読む） 
c. 外面から理解する・推察する  【metaphor】（→）  
читать настроения по лицам（顔色を読む）  
d. 朗読する  【synecdoche】（➡）  
читать стихи с эстрады（壇上で詩を朗読する／読む）  
e. 説き聞かせる 【metonymy】（… …>）  
читать нотации（教訓を垂れる）  
f. 聴衆に述べる  【metonymy】（… …>）  









（8e-f）は日本語訳の動詞を「読む」に置き換えることはできない（3.1.2 及び 3.1.3 参照）。  
 
  











 日本語の「読む」は次の多義ネットワークを形成していると考えられる。  
 

















（10）a. 文字で記されたものを理解する（黙読・音読） 13 【core meaning】  
本を読む（читать книгу）  
b. 図などで記されたものを理解する  【metaphor】（→）  














d. 朗読する  





地図を読む（читать географические карты） 
c. 外面から理解する・推察する  【metaphor】（→）  
顔色を読む（читать настроения по лицам） 
d. 朗読する  【synecdoche】（➡）  
壇上で詩を読む（читать стихи с эстрады） 
e. 詩歌を作る 【metonymy】（… …>）  
俳句を読む（сочинять/*читать хайку）  









（3.1.1 及び 3.1.3 参照）  
 









15 「空気を読む」もある種の外面と言えるだろう。  
16 瀬戸・他（2007）の分類のメトニミーの「プロセスで結果」に相当すると考えられる。
あるいは、フレーム意味論におけるフレームの写像によるものと考えることもできる。 
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週の頭              先頭を歩く 


















ロシア語の голова と日本語の「頭」の分析例も示した。  
 
